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1. イントロダクション:天体観測の本質 

夜空を見上げる動機は人それぞれです。「綺麗な星空を眺めたい」という純粋な好

奇心から一歩進み、中学生の皆さんには「天体とその環境を科学的に捉える視点」を

身につけてほしいと思います。とらねこ天文台では、「高額な望遠鏡がないと観測で

きない」「都会では見えない」といった先入観を捨て、限られた環境のなかでいかに

工夫して宇宙の姿を捉えるかを重視しています。難しい学術研究としてではなく、純

粋に自然科学としての夜空を楽しんでいきましょう。 

 

2. 天体観測を左右する 2 つの環境因子 

天体観測の成否や見え方のクオリティを決定づける重要な大気・環境の概念を解説し

ます。 

① 光害（ひかりがい / Light Pollution） 

都市化に伴う過剰な人工照明が夜空を明るくし、天体の視認性を著しく低下させる現

象です。単に「星が見えなくなる」だけでなく、生態系への影響やエネルギーの浪費

としても現代社会の問題となっています。 

・観測への影響:星雲や銀河といった淡い（面輝度が低い）天体は、街明かりに埋も

れてしまい眼視での確認が極めて困難になります。 

・対策:近年は光害の影響下でも特定の波⾧（水銀灯や LED などの光）をカットし、

天体が放つ光（Hα 線や OIII 線など）だけを透過させる「光害カットフィルター」や、

デジタル技術を用いた「電視観望」によって、都市部でも見事な星雲を捉えることが

可能になっています。 
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② シーイング（Seeing）と透明度 

天体望遠鏡で星を覗くとき、星が激しくまたたいたり、像がボケて揺らいだりするこ

とがあります。これは地球の大気（空気）が流動し、光が屈折するために起こる現象

で、この大気の安定度を「シーイング」と呼びます。 

 

【シーイングが良い（安定）】 

惑星の表面（木星の縞模様や土星の環など）を高い倍率で細かく観察するのに適して

います。 

【透明度】 

大気中の水蒸気やチリの少なさを表します。シーイングが悪くても（大気が揺れてい

ても）透明度が高ければ、淡い星雲や星団の観測・写真撮影に向いています。 

 

3. 座標を捉えるテクニック「スターホッピング」 

自動導入機能に頼らず、自分の手で目的の天体を視野に導く基本技術が「スターホッ

ピング（Star Hopping）」です。これは、肉眼で見える明るい星（基準星）を出発点

とし、星図と見比べながら、ファインダーの視野に映る星の並びを次々にたどって、

目的の暗い天体にアプローチする方法です。幾何学的なセンスと夜空の正確な理解が

求められる、天体観測の醍醐味の一つです。 
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4. 太陽系の境界線:天体力学への扉 

海王星の軌道の外側（太陽から約 30～50 天文単位）に広がる「カイパーベルト」は、

氷を主成分とする小天体が密集したドーナツ状の領域です。主に公転周期が 200 年以

下の「短周期彗星」はここからやってきます。さらにその外側（太陽から約 1 万～10

万天文単位）を、球殻状にぐるりと取り囲んでいると理論的に予測されている「オー

ルトの雲」は、公転周期の⾧い「⾧周期彗星」の故郷です。 

 

5. ディープ・スカイ・オブジェクト:メシエ天体 

フランスの天文学者シャルル・メシエが、彗星と見紛いやすい天体をリストアップし

たのが始まりである「メシエカタログ」（M1～M110）。 

・春:遥か数千万光年彼方にある「外部銀河（M65、M66 など）」を数多く観測でき

る窓となります。 

・夏:銀河系の中心方向を見るため、「散光星雲（M8）」や「惑星状星雲（M57）」、

「球状星団（M13）」が密集しています。 

・秋:約 250 万光年離れた、私たちの銀河系とほぼ同規模の渦巻銀河である「アンド

ロメダ銀河（M31）」がターゲットです。 

・冬:青い星が集まった「散開星団（M45 スバル）」や「オリオン大星雲（M42）」

など、明るい天体が多く存在します。 
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6. 観測から科学の探究へ 

天体観測は、単に遠くの光を眺めるだけでなく、光が届くまでの「時間」や、その天

体が構成されている「物質」に想いを馳せる科学的な営みです。宇宙を見上げてみれ

ば、きっと世界が変わります。さあ、今夜からあなたも、宇宙を科学する観測者のひ

とりです。 

   

 

 


